
2020年4月9日・10日

野毛山幼稚園

主 題

予 定

日 曜 備 考

29 水

4　月　の　予　定

神さまの愛に包まれて

・受け入れられていることを感じ、安心して過ごす。

・新しい環境に興味をもって関わる。

予 定

　・祈りや賛美、聖書のお話を通して、神さまとの交わりを感じる。

・春の自然に触れながら遊ぶ。
ねがい

聖
句

歌を歌ったり、手あそびしたりして楽し
む。

絵本や紙芝居に親しむ。

春の自然にふれてあそぶ。

決まり・ルールの確認をする。体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。

　昭和の日

みんなが関わってあそぶ。

年　中（アネモネ組）

保育者に親しみ、安心感を持つ。

人を好きになるということ、それは一般的には、そ
の人が自分にとって何かいいことがあるから…とい
うことで好きになることが多いのではないでしょう
か。ですから、何か自分にとって嫌なことがあると、
嫌いになってしまうこともあります。
けれども神さまは違います。
新約聖書が書かれているギリシア語では、「愛」には
4つあります。
(旧約聖書はヘブル語・新約聖書はギリシア語で書かれています)

①男女の愛…… エロース(έρως)

②友人や仲間との愛……フィリア(φιλία)

③家族が助け合う愛……ストルゲー(στοργή)

④無条件の愛……アガペー(άγάπη)

神さまの愛はアガペーの愛、無条件無償の愛です。
私たち人間は気のあう人、あわない人、苦手意識も
あります。そのようなとき、大切なのは、神さまの想
いです。すべての人の背後にはすべてを愛してくだ
さっている神さまがおられます。神さまを畏れかし
こむ時、すべての人に敬意をはらう気持ちが生まれ
てくるのではないでしょうか。
子どもたちはもちろん、おとなである私たちも神さ
まに愛されている子どもです。
4月　たくさんの出会いがあります。
新しい出会いに感謝して過ごしていきましょう。

わからないことや、不思議に思ったことを
聞いたり、調べたりする。

はじめて出会ったものの遊び方や使い方を
知る。

年　長（たんぽぽ組）

春の自然にふれてあそぶ。

絵本や紙芝居に親しむ。

保育者や友だちの名前を覚える。
新しい友だちを喜んで迎え入れ、いろいろ
教えてあげる。

友だちとのふれあいを楽しんだり、安心し
て好きな遊びを楽しむ。

小さい友だちに話しかけたりして親しむ
きっかけをつくる。

幼稚園の中で安心できる場所を見つけ
る。

春の自然に親しむ。

約束に従って、あそびやゲームをする楽し
さを味わう。

♪　愛の主イエスは

　　　1　愛の主イエスは　ちいさいものを
　　　　　いつも愛して　まもるかたです
　　　　　聖書は言う　イエスさまは
　　　　　愛されます　このわたしを

　　　　　4　愛の主イエスは　いつもわたしと
　　　　　　　共にあるいて　みちびかれます
　　　　　　　聖書は言う　イエスさまは
　　　　　　　愛されます　このわたしを

あなたがたは　かみにあいされている
　　　　　　　　　　　こどもです
　　　　　　　　エフェソの信徒への手紙5章1節

幼稚園での基本的な生活習慣に少しずつ
なじむ。

好きな場所やあそびを見つけて安心して過
ごす。

年長組になった喜びを実感する。

自分の靴箱、ロッカー、タオルかけの場
所を覚える。

新しく出会った友だちや保育者に親しみを
感じ、園生活に期待を持つ。

進級の喜びを感じる。

年　少（コスモス組）

保育者との出会いを喜ぶ。




